
CAFOの武藤でございます。

2020年３月期 上期決算の概要について説明いたします。
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初めに全体総括です。

売上収益は、３カンパニー全てがプラス伸長、中でも心臓血管のTIS事業が全て
の地域で二桁伸長し、グループ全体を牽引した結果、8％伸長となりました。

調整後営業利益は、グループ全般として高収益品が大きく伸長したことに加え、
心臓血管における費用、特に販促費が遅めに進捗したこともあり、21％増と大
幅増益となりました。

税引前利益においては、前年同期比で、為替差損が大きく縮小したため、30％
の増益となりました。

上期業績としては、売上収益、そして全ての利益項目において過去最高となり
ました。
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前年同期比での調整後営業利益の増減分析です。

「売上増による売上総利益の増加」は、通期ガイダンスの330億円と比較し、185
億円と早めの進捗ではありますが、昨年度は愛鷹工場の出荷遅延の影響で、
特に第２四半期の売上が低くなっておりましたので、これは計画通りの増加進捗
です。

「売上総利益率効果」の60億円は、通期ガイダンスの48億円を上回りました。心
臓血管カンパニーの売上好調による事業ミックス改善に加え、生産のコストダウ
ンが想定以上に進んだ結果であり、上期ガイダンスの上振れに大きく貢献しまし
た。

「価格下落」は、公定価改定の影響は上期にはなく、通期ガイダンスのプラス50
億円に対し、計画どおりの進捗です。

「欧州規制対応費」は、6億円と通期ガイダンスの32億円と比較し進捗が遅れて
おり、こちらも上期上振れに一部貢献しておりますが、作業は順調に進行してお
り、費用も下期にキャッチアップするものとみています。

「一般管理費の増加」は、通期ガイダンスの125億円と比べ、41億円と進捗が遅
く、こちらも上期上振れに貢献しています。未消化費用の一部は、売上好調を背
景に今後も使用しない可能性もありますが、多くは下期にキャッチアップするも
のと考えています。

「研究開発費」の28億円は、通期ガイダンスの57億円に対し計画どおりの進捗
です。

「為替」は、全体として概ねガイダンス通りの影響額となりました。
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地域別売上収益です。

日本では、大部分を占めるホスピタルが堅調に推移したほか、心臓血管が二桁
伸長し、5％伸長となりました。

海外は、全ての地域において、為替影響を除くベースで二桁伸長となりました。
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カンパニー別売上収益です。

心臓血管は、全ての地域で二桁伸長したTISにくわえニューロ事業が全体を牽引
しました。

ホスピタルは、引き続きアライアンス事業が二桁伸長し、全体として堅調です。

血液システムは、血液センター向け製品群が先進国で好調に推移したことに加
え、新興国における大型入札の獲得も寄与し、為替の影響を強く受けながらも、
プラス伸長に転じました。

次のスライドより、カンパニー別に詳しくお話致します。
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心臓血管カンパニーです。

売上収益は、為替の影響を受けながらも12％伸長となりました。

TISは、全ての地域で二桁伸長し、全体を牽引しました。

ニューロは、新製品WEBを展開している米国を中心に、好調を維持しています。

CVや血管を含め全ての事業がプラス伸長となりました。

利益については、収益性の高いTISやニューロの売上拡大に加えてカンパニー
全体のミックス改善が貢献しています。TISやニューロにおける売上の好調を背

景に、一部予定していた費用が出ずに済んでいることも寄与し、前年同期比
37％増となりました。下期には公定価改定の影響に加え、上期に未消化の費用
もあることから、通期ガイダンスに徐々に近づいてくると思います。
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ホスピタルカンパニーは、売上・利益ともに計画通りの進捗となりました。

売上収益は、医療器に加え、医薬品やDMが堅調に推移したほか、アライアンス
は製薬企業からの受注タイミングの影響で第１四半期と比較しますと第2四半期
は伸びが鈍化しましたが、全般に計画通りの進捗となりました。

利益については、第1四半期で費用が先行しましたが、上期では計画線へ戻っ
てきました。また、調整後営業利益率も通期ガイダンスの15％まで向上していま
す。
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血液システムカンパニーです。

売上収益は、昨年度末からの反動で弱めのスタートを切った血液センター向け
製品が、第2四半期で回復したほか、新興国における入札獲得も寄与したことで
全体を牽引し、カンパニー全体として増収に回帰しました。

利益は、為替の影響を大きく受けて減益ではありますが、計画どおりの収益性
の回復となっております。
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ここで、上期利益の上振れ要因と下期のリスク要因を整理します。

先ず上期利益の上振れ要因です。TISとニューロの売上拡大によるミックス改善

に加え、ニューロのコスタリカ工場への生産移管によるコスト改善が想定以上に
進んだことが貢献しています。下期においては、前年度のハードルが高い為、ガ
イダンス以上のミックス改善は容易ではありませんが、生産のコストダウンには
一定レベルの貢献を期待したいと思います。

欧州規制対応費用は、上期に期ズレがありましたが、作業が下期に本格化する
ことで、支払いも進み、通期ガイダンスどおりになると見込んでおります。

一般管理費においては、心臓血管におけるスタディやプロモーション費用などに
下期への期ズレが生じましたが、これらは通期で消化されます。一方、ニューロ
事業における新製品「WEB」の米国ローンチにかける立上げ費用や、TISにおけ

る昨年の出荷遅延の回復を目したプロモーション費用などは、売上が想定以上
に良いことから上期は支出せずに済みました。下期にも好調なモメンタムが続く
限りにおいては、こうした費用を使わない可能性はあると考えています。

下期のリスク要因を整理します。売上は、元々計画の設定として下期が重く、一
部の製品においては消費増税前の駆け込み需要の反動が予想される為、不透
明さが残ります。利益においては、先ほど説明した費用発生にくわえ、9月末時

点での円高レベルが続いた場合、通期ガイダンス以上のネガティブな為替影響
も想定されます。

従い、現時点では通期ガイダンスの修正は行いませんが、上期のモメンタムを
維持し、通期ガイダンスの上振れを目指します。
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主なトピックスです。

全社のトピックスとしては、米国のベンチャーキャピタル2社のファンドに参画す

ることを決定しました。スタートアップに特化したファンドへの投資と機能支援を
通じて、製品開発と商業化を促進します。

事業においては、アライアンスにおける受託製造品の承認や、生産設備増設な
ど、事業拡大のスピードアップに関するトピックがありました。
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今年度のパイプライン製品はご覧の通りです。今のところ想定通りに製品ローン
チが進んでおります。

説明は以上です。
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